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3ここでは文献を一々示すことはしない。次の文献の中の引用論文を参照されたい:N.K. Sato et αl.， 




















イディアが、「遍歴・局在2重性(デ、ュアリティー)Jである。 6即ち、 3個の5f電子は 2


































































すると、図??に示したように、 Tcは徐々に減少し、ある圧力 (PcI"V 15 kbar)でゼロに
なる。不思議なことに、強磁性相内には別の相転移あるいはクロスオーバーがある。こ
の異常の現れる温度をTxと呼ぶことにすると、 Txも圧力の増大とともに単調に減少し、
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図4:UGe2の圧力・温度相図(中央)。キュリー温度は圧力の単調減少関数であり、 PcI"V 15 
kbar付近で消失する。強磁性相の中に別の相転移あるいはクロスオーバーが存在する。こ





















lON. Aso et αl.， Phys. Rev. B 73 (2006) 054512. 
118.8. 8axena et αl.， Nature 406 (2000) 587.但し、この論文の相図には、 Txの相線は描かれていない。
12但し、最近の我々の研究によれば、従来の相図とは異なり、 PxとPcの双方でピークを形成するよう
に見える。 8.Ban et αl.， J.Magn・Magn.Mater. 310 (2007) e120. 
?????
